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江
戸
の
文
化
を
う
け
た
「
小
江

戸
」
川
越
は
、
大
正
十
一
年
県
内

初
の
市
制
施
行
で
川
越
市
に
な
り

ま
し
た
。

中
心
部
の
『
蔵
造
り
の
町
並

み
』
は
、
平
成
十
一
年
に
国
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
札
の
辻
近
く

に
あ
る
大
沢
家
住
宅
（
国
重
文
）

が
、
明
治
二
十
六
年
の
川
越
大
火

の
時
も
焼
け
残
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
こ
の
地
域
に
蔵
造
り
住
宅
が

続
々
と
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

『
川
越
城
』
は
、
室
町
時
代
の

一
四
五
七
年
に
扇
谷
上
杉
持
朝
の

命
に
よ
り
太
田
道
真
・
道
灌
父
子

に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
道
灌

に
ま
つ
わ
る
有
名
な
説
話
、「
七

重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の
、

実
の
一
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し
き
」

の
話
は
、
川
越
市
の
「
市
の
花
」

は
山
吹
な
の
で
、
川
越
周
辺
の
出

来
事
だ
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
川
越
は
関
東
地
方
で
の
お
茶

栽
培
の
発
祥
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
越
の
無
量
寿
寺
（
後
の
喜
多

院
・
中
院
）
の
創
建
に
当
た
り
八

三
〇
年
最
澄
の
高
弟
円
仁
が
寺
に

茶
園
を
造
り
、
茶
の
栽
培
を
始
め

た
の
が
『
河
越
茶
』
の
基
で
、
河

越
茶
は
狭
山
地
方
ま
で
広
が
り
一

八
〇
〇
年
頃
狭
山
村
の
有
力
者
が

江
戸
の
「
山
本
山
」
と
提
携
し
て

河
越
茶
は
『
狭
山
茶
』
と
し
て
現

在
の
地
位
を
築
い
た
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
八
五
三
年
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ

ー
が
軍
艦
四
隻
を
ひ
き
い
て
開
国

を
迫
っ
た
頃
の
狂
歌
に
─
─
─

〝�

太
平
の
眠
り
を
さ
ま
す
上
喜

撰
（
蒸
気
船
）
た
っ
た
四
杯

（
四
隻
）
で
夜
も
眠
れ
ず
〟

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

狭
山
銘
茶
の
「
上
喜
撰
」
を
飲
み

過
ぎ
て
眠
れ
な
い
。
こ
と
ゝ
、
ペ

リ
ー
来
航
の
騒
ぎ
で
夜
も
眠
れ
な

い
有
様
を
詠
ま
れ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

川
越
の
特
筆
す
べ
き
開
発
事
業

に
、
新
河
岸
川
開
発
が
あ
り
ま

す
。
一
六
三
八
年
、
川
越
の
大
火

で
仙
波
の
東
照
宮
が
焼
失
し
、
そ

の
再
建
資
材
を
江
戸
か
ら
運
ぶ
た

め
「
知
恵
伊
豆
」
こ
と
藩
主
の
松

平
信
綱
が
一
六
四
七
年
に
仙
波
の

扇
河
岸
を
開
き
、
荒
川
に
沿
っ
て

南
下
す
る
船
運
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
朝
霞
市
の
下
内
間
木

付
近
で
荒
川
に
合
流
し
て
い
ま
し

た
が
、
後
に
も
っ
と
南
下
し
東
京

都
北
区
の
岩
渕
水
門
の
少
し
下
流

で
隅
田
川
に
注
い
で
い
ま
す
。
全

長
は
約
二
五
、
七
キ
ロ
で
す
。

船
運
の
全
盛
期
は
、
文
化
年
間

か
ら
明
治
中
期
迄
で
、
大
正
三
年

に
沿
岸
の
船
積
問
屋
達
が
株
主
と

な
り
、
新
河
岸
川
に
並
行
し
て
、

「
東
上
鉄
道
」（
現
在
の
東
武
東
上

線
）
が
出
来
て
船
運
の
役
割
に
終

止
符
を
う
ち
ま
し
た
。

船
は
帆
か
け
の
高
瀬
舟
が
中
心

で
、
並
船
・
早
船
・
急
船
・
飛
切

り
船
の
四
種
合
計
八
十
二
艘
が
あ

り
、

○
並
船
は
荷
物
だ
け
の
不
定
期
船

で
箱
崎
町
、
両
国
、
浅
草
花
川

戸
の
各
問
屋
へ
廻
り
ま
す
。

○
早
船
は
四
～
五
日
お
き
に
往
復

し
旅
客
と
急
ぐ
荷
物
で
、
前
日

の
午
後
四
時
頃
川
越
を
出
発
し
、

翌
朝
九
時
頃
千
住
へ
、
正
午
頃

浅
草
花
川
戸
に
着
き
ま
し
た
。

○
急
船
は
不
定
期
便
。

○
飛
切
り
船
は
新
鮮
魚
介
類
を
運

ぶ
超
特
急
便
。

ち
な
み
に
早
船
の
旅
客
運
賃
は

十
五
銭
で
、
当
時
米
一
升
が
六
銭

だ
っ
た
の
で
、
か
な
り
の
高
額
で

し
た
。
利
用
客
は
商
家
の
旦
那
衆

で
千
住
や
浅
草
の
花
街
へ
遊
び
に

行
く
の
が
多
か
っ
た
ら
し
い
で
す
。

今
も
残
る
「
川
越
舟
唄
」
に
当

時
の
船
運
の
様
子
が
伺
え
ま
す
。

♪
九
十
九
曲
り
仇
で
は
越
せ
ぬ

　
　

遠
い
水
路
の
三
十
里

♪
押
せ
よ
押
せ
押
せ
二
梃
櫓
で
押

せ
よ

　
　

押
せ
ば
千
住
が
近
く
な
る

♪
千
住
女
郎
衆
は
錨
か
網
か

　
　

今
朝
も
二
は
い
の
船
止
め
た

♪
千
住
女
郎
衆
は
七
色
き
つ
ね

　
　

お
ら
も
二
三
度
だ
ま
さ
れ
た

♪
戸
田
の
渡
し
で
今
朝
見
た
島
田

　
　

島
田
見
る
た
び
思
い
出
す

♪
家
へ
帰
れ
ば
女
房
や
子
供

　
　

ち
ゃ
ん
よ
だ
っ
こ
と

　
　
　
　
　
　

か
じ
り
つ
く

�
（
小
島　

次
郎
）
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私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑭
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